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 小雨の３月１３日（金）本校では卒業証書授与式が行われました。 

 本年度の卒業者は、小学部４人、中学部３人、高等部１１人です。

会場の体育館では、多くの来賓の方々、在校生、保護者が見守る前

で、校長先生から卒業生一人一人に卒業証書が手渡されました。お別

れの言葉の中で学校生活の思い出が正面のスクリーンに映し出される

と涙と笑顔で、厳かな中にも和やかな雰囲気が漂っていました。 

 小・中学部の児童生徒は、本校中学部・高等部への進学となりま

す。高等部の生徒は民間就職１人、体調の関係で自宅１人、通所支援

施設へ８人、支援施設入所１人とそれぞれ社会での自立に向けて巣立

ちます。   （写真は高等部の集合写真 文：球磨養護学校提供） 

 多良木町奥野地区の住民と子供会（会長：田山孝則さん、

児童１７名）との交流会が、３月１５日に行われ、廃品回収

後「ふれあい花畑」周辺の清掃活動を行いました。 

 今年で２年目を迎える「ふれあい花畑」での交流を、「子

どもと大人のふれあいを大切したいですね。また、辛い草む

しりや、花を育てる喜びを通じて、将来故郷を思い出して、

帰ってきてもらいたい」と区長の豊永一義さんが、思いを語

られていました。葉ボタン、ポピー、コスモス、、、など、

年間を通して地域を彩る「ふれあい花畑」に、住民の皆さん

の笑顔が咲いた１日でした。（廃品回収や「ふれあい花畑」

周辺の清掃作業に参加された皆さん） 

Ａ賞：天草灘鯛ちり鍋セット 

 多良木町 河内政臣さん・順子さん家族 

 「長女・杏華（きょうか）に続き、長男・聖人（まさと）

が誕生して、まさにＷメデタイ（鯛）です。早速、家族みん

なで頂きます。ありがとうございました。」 

 ３月２８日の卒園式に先立ち、

多良木町立第３保育所（施設長：

吉村悦先生）の卒園児らが、ブ

ルーベリーや花みずきなどを、卒

園の記念に植え込みました。今年

卒園する大キリン組（担任：吉地

美紀先生）は７名。 

井上朝輝（ともき）君の母親であ

る栄子さんは、「小学校進学にあ

たって、不安と期待があります。

まずは、小学校の雰囲気に慣れて

くれれば、、、」と、木々と共

に、息子さんの健やかな成長を

願っておられました。 

（上、みんなで記念植樹 

下、ベルーベリーの苗木を囲んで

記念撮影） 
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 岡原地区に昨年末、２つの

３Ｂ体操のサークルができま

した。木楽会（５名、毎週木

曜）と、花みずき会（８名、

毎週水曜）です。指導される

のは、多良木町の川口伸子先

生です。（右から２番目） 

 「３Ｂ」とは、ベル・ボー

ル・ベルターの略で、健康

で、美しく老いるのをモッ

トーに、筋力トレーニングを

取り入れながら行う体操だそ（花みづき会の皆さん） 

 多良木町多良木の恒松春喜さん宅で、去年から飼

われているグッピーが先月稚魚を生みました。孫の

和悦
よしのぶ

くん（６歳）が保育園から帰って見てみると、

なんと二組の稚魚の体がくっついている（結合双生

魚）のを発見、びっくりしてお父さんに知らせまし

た。体長が一緒に生まれた他の稚魚の半分位しかな

いので、「早く大きくなって」と和悦くん。 

 体は小さくても他の稚魚より元気に泳ぎ回ってい

ました。 
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 今回は、第１保育園の

きく組（４歳）６名とさく

ら組（３歳）の紹介です。

担任はきく組が吉鶴  緑

さん、さくら組が山下仁

美さんです。 

〔担任より〕 

 ４月からは年長さんや

年中さんになる子供た

ち!!。保育園でのお兄

ちゃん、お姉ちゃんとし

て楽しく頑張って下さい

ね(^_^)。 
 

多良木町立第１保育園児 

（きく組さん・さくら組 

   さん） 

うです。「平均年齢は高いけれど、皆 精神的に若くて、私の方が引っ張

られている感じです」と川口先生は話されています。 

 会員さんからも「毎回元気になって帰ります。遠くだと行けないけど、

近くでできるのがありがたいですね」と、とても楽しみにされています。

また、全員が「ピンピンコロリといければいいね（笑）」と冗談を言われ

ていますが、いつまでもお元気でいてくださいね。 

須恵文化ホール 

「てげてげ音頭」を披露する黒肥地婦人会 

 多良木町地域婦人会連絡協議会（会長和田レイさん）

は、恒例のチャリティーショーを今回は、須恵文化ホール

にて開催されました。会場には満員の方が訪れ、和田会

長から溝口教育長に益金の図書カードが贈られました。 

 早速プログラムに入り、日舞や舞踊などが次々に披露

されていました。婦人会はもちろん青年団の飛び入りも

あって、会場は盛り上がりました。 


